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　去る８月20日、札幌市

において議会広報研修会

が開催されました。

　月刊総務編集長　豊田

健一氏を講師に迎え、

「読者目線で親切な広報

誌を作るには」と題して、

手に取られ・読まれ・行動に結びつけるにはどうす

べきか広報紙面の技術的なテクニックや他町村の広

報紙を題材に評価やアドバイスなどを行いました。

　研修会では、「一番お伝えしたいこと」として広報

紙はあくまでも手段である、そして広報紙の限界を

認識するとの２つの観点から講演して頂き、参加委

員も「読者目線で、読まれ、行動が変わる議会広報

紙」を目指していかなくてはと、大変参考となる研

修会となりました。

　去る８月27日、天塩町において開催された研修会

では、農林水産省大臣官房政策課技術政策室　室長

の松本賢英氏を講師に迎え「スマート農業の今後の

展望」と題して、スマート農業の展開について農林

水産業における様々な課題などを通して講演して頂

きました。

　スマート農業の

効果として、①ロ

ボットトラクタや

スマホで操作する

水田の水管理シス

テム等、先端技術

による作業の自動

化により、規模拡大が可能に②熟練農家の匠の技の

農業技術をＩＣＴ技術により、若手農家に技術継承

する事が可能に③センシングデーター等の活用・解

析により、農作物の生育や病害を正確に予測し、高

度な農業経営が可能に。この様な事から新しい形の

農業がこれからは

必要になるのでは

ないかと、とても

勉強になる研修会

となりました。

議会広報研修会留萌管内町村議会議員研修会

　去る９月４日、留萌南部三市町議会議員研修交流会が開催され、当町

全議員を始め留萌及び増毛の議会議員33名が留萌産業会館に集まりま

した。

　基調講演は、留萌振興局の保健行政室長の大森英孝氏を講師に迎え、

テーマは地域医療について「留萌区域地域医療構想を踏まえて」と題し

て講演頂きました。講演では医師、

看護師が不足している現状及び今後

の医療体制等の貴重なお話を聞かせて頂きました。講演終了後には三市

町の情報交換もあり、３地域の取組みや問題点等熱く議論しました。三

市町の情報交換終了後には、各議員が入り交じりお互い地域の問題点等

熱論し、人間関係を深めた有意義な研修会となりました。

留萌南部三市町議会議員研修交流会

研修会レポート


